
 

  

 

 
 

感謝       

校長  山中 真紀子  

２月は、インフルエンザが流行し多くのクラ

スが学級閉鎖となり、残り少ないクラスでの生

活ができなくなることのさみしさが聞かれまし

た。今年度も残り1か月となりました。子ど

もたちが元気に

登校し、残りの

学校生活を満喫

してくれること

を願っていま

す。 

 

主体的に取り組む子どもたちに 

 ２月２２日に、日吉台・日吉南・矢上・箕輪

小学校学校運営協議会が行われました。今年度

の取り組み、来年度の方向性、新しい教育観に

おける子どもの学びの在り方について意見交換

をしました。「待つ力、自分で見つける力をつ

けていきたい」「主体的に学ぶ、興味を深めて

いく手段とは」「自分で考えて、やることを見

つける子ども」「地域の方が学校に連絡すると

きは、保護者へ伝えてほしい時、橋渡しを学校

が」「地域との交流が減っている」「これからの

子どもは

SNSの中で

生きていくこ

とになる。そ

の中でいけな

いことがわか

り人間性を高めていくことが必要」「タブレッ

ト端末の有効

的な使い方

を、使うこと

で引き出され

るものもあ

る」「主体的

に取り組む宿題の在り方、自主学習でつけたい

子どもの力」が話題になりました。 

私自身にとっては、子どもたちの発達段階に

合わせて宿題の在り方を考える機会となりまし

た。一律に同じことをすることが力になってい

るのか。そもそも宿題は必要なものなのか。そ

れは誰にとってか。子どもたちが抱える課題は

様々で、生活スタイルも違います。「漢字は覚

えられればいい。自分の興味のあることに時間

を使ってよい。自分で考え、自分で行う力をつ

けたい。」そう考えていくと、宿題の在り方や

私たちが思っ

ている宿題に

対する固定概

念を変えてい

くことが必要

なのかもしれ

ません。 

 

６年生ありがとう集会 

２月２６日の「６年生ありがとう集会」で

は、各学年からお祝いメッセージや歌が工夫さ

れ発表されました。「あこがれ」「優しい」「あ
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りがとう」の言葉がどの学年からも出てきて、

６年生がこの学校になくてはならない存在であ

ることを再確認する時間となりました。また、

会をリードする５年生がたのもしく見え、６年

生となって活躍する姿が目に浮かびました。校

内が６年生をお祝いする飾りつけにあふれ、そ

れを見る６年生が 

「すごいな、大変だったんだろうな。僕たちの

ために、ありがたい。うれしい。」 

と話していました。また 

「ひよみなリーダーとしての役割をもちなが

ら、下級生のために過ごしたことがうれし

い。」 

と言っていた6

年生もいます。

たてわり活動の

中で、確実に子

どもたちは成長

しています。毎

年この時期になると、本校が大切にしているも

のが子どもたちにもしっかり伝わっていること

をとても嬉しく感じます。 

 

３月４日には、今年度最後の懇談会と学校説

明会を予定しております。忙しい中ではありま

すが多くの方の参加をお待ちしています。 

保護者の皆様、地域の皆様、今年度も学校を

支えていただきましたこと感謝申し上げます。

令和６年度も引

き続き、体験的

な活動や主体

的・協働的に学

ぶ教育活動を充

実させてまいり

ます。 

「学校だからこそできるつながりを大切に」

「保護者、地域の皆様とのつながりを大切に」

取り組んでまいります。来年度もよろしくお願

いいたします。 

 

日吉台・日吉南・矢上・箕輪小学校 

学校運営協議会  報告 

 

主体的に学ぶ中で身に付けるべき次代を切り拓

く資質・能力の共有及び、学校にあった持続可

能な形の柔軟な教育課程の編成・実施・評価・

改善、「新しい教育観における子どもの学びの

在り方」について意見をいただいた。 

 

・主体的に学ぶ子どもの姿：宿題（家庭学習）

の在り方等 

・今の子どもにあった柔軟な教育課程：午前５

時間40分授業 

・持続可能な学校：ICT の活用や働き方改革 

・地域学校協働本部との連携による一体的な活

動：ボランティアの活用、地域とのつながり再

考、関わりを通して身に付ける力 

・特別支援：特別支援ルームの運営、個別最適

な学び 

 

「今の子ども」にフォーカスして、知識をただ

覚えさせられるのではない、子どもが自ら獲得

する、身に付けるべき資質・能力が見えてき

た。 

時代を捉えた長期的な人間形成の視点が見えて

きて、学校や地域、家庭での関わりや連携につ

いて考えを深めることができた。 

児童の育成について、今後の学校運営協議会と

して議論を深めていく方向性が見えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


